しない 

僕 は 剣術 を 全然 知らない。 生れて 以来、 竹刀 を 手に 

持った ことが たった 一 度し かないの である。 

中学の 時、 剣術と 柔道と ^ ちらか 選んで 習 ふ 必要が 

あつたが、 僕 は 柔道 を 選んだ。 人に ボカく 頭 を 殴ら 

れ るの は 気がす、 まなかつ たの だ。 ところが 後に なつ 

て、 学校の 規則が 変って、 剣道 も 柔道 もどつ ち も 正 科 

になって 一時間 づ、 習 ふこと になった。 その 第一 時間 

目、 型 を ちょっと 教 へた あとで、 いきなり 一同に 試合 

させられた。 僕の 相手になる の は 剣道 部員で、 おとな 

しい 生徒 だけれ ども、 剣道の 巧みな 男であった。 ム 

ザく 殴られて 手 も 足 も 出ない とい ふの は、 どうして 



と 思 ひ、 白 系 口 シャの 美人と 恋 を 語る y ,1 とな どを考 へ 

たりして ゐ たが、 やるせなくて 面白くなかった。 とこ 

ろが 不思議に 及第して、 おまけに 用器画の 三 学期 間の 

平均点が 乙に なって ゐた。 一 一学 期 丁だった の だから 三 

学期に は 百 二十 点ぐ らゐ とらない と 乙に はならぬ。 わ 

けの 分らない 先生 だと 思った が、 先生に 済まない と 思 

つた。 用器画の 先生に 会 ふの が 辛くて、 転校した かつ 

たが、 僕 を 入れて くれる 中学 はもう 東京に はない ので、 

あきらめて 新学期に 出て みたら、 先生の 方が 学校 を や 

めて ゐた。 

この 出来事が あつたので、 同級生が 急に ビック リし 



て、 九州く づれ のォヂ サン 達 (まったく ォヂ サンで あ 

つた) がみん な 僕 を 大事に して くれて、 それからの 二 

年間 は 平和で 幸福であった。 ョタ モノの 中学 だから、 

いつも 暄嘩 があった が、 僕 だけ は どの ョタ モノから も 

大切に されて、 如何なる 無礼な 仕 打 も 受けずに 済んだ。 

三年 前、 小 田 原に 住んで ゐた とき、 一 ヶ月ば かり 留 

守に して 帰って みたら、 勝手口の 南京錠が 外されて を 

リ、 内側から 鍵が か、 つて ゐた。 入口の 戸、 雨戸、 一 

つく 調べて みたが、 みんな 内側から 鍵が 下りて ゐ る。 

つまり 内側に は 何者か y ゐる 証拠で ある。 君子 は危き 

に 近 よらず とい ふ 規則で あるから、 ガラン ドウ (駅前 



の ペンキ 屋) へ 行って 助太刀 をた のんだ。 ガラン ドウ 

は 菓子屋の 屋根の 上で 看板 を 書いて ゐ たが、 書き かけ 

の 一 字 だけで 仕事 を やめて しま ひ、 十六の 悴に 金棒と 

金鎚 とャッ トコと 木刀 を ズックの 袋に つめて 持たせ、 

僕の 庵へ やって きた。 けれども、 一時間ぐ らゐ 過ぎて 

ゐ たから、 泥棒 は 雨戸 を 開けて 逃げた あとで、 先生 も 

慌て、 ゐ たものと 見えて、 二 包みの 荷物 をつ くって ゐ 

たが、 それ を 忘れて 行った。 刑事の 話で は 四 五日 住ん 

でゐ たらしい と 云 ふこと で、 僕の 蒙った 全 被害よりも 

高価な 煙草 ケ— スを 忘れて 行った。 

盗む 物の 有る 害の ない 僕の 庵 をね らふと は 御苦労な 



大八車に つみ、 庵の 掃除 をした あげく、 最後に 窓から 

手 を 出して 何物 か 探す 風 をして ゐ るので、 変な 奴 だと 

思って 見て ゐ ると、 どこから か 雨戸 を ガタ/ \ 引っぱ 

り だして、 みんな 窓 を 封 じて しまった。 この 時 は 呆然 

とした。 隣の 奴 は 魔法 使 かと 疑った ぐら ゐ であった。 

隣の 一家が 姿を消す の を 見す まして、 すばやく 立 上つ 

て 隣の 庵と 同じ 場所 を 探して みると、 窓 は 庵の 四方に 

あつたが、 どの 窓に も 過不足な く 雨戸と いふ ものが 有 

つたので ある。 急に 富豪に なった やうな、 出世した 気 

持に なった。 そこで、 その 次に 東京へ 行く とき、 みん 

な 雨戸 を 締めた あげく、 二十 五 銭の 南京錠 を 買って き 



第 一 。 無手 勝 流 

夜中に ふと 目 を さまし、 有 金 を 出せと 言って 秋水 を 

つきつけられた 場合。 おもむろに 起 上って、 先 づ電燈 

をつ け、 さて 敵の 秋水の 刃先が 辛うじてと、 V く 間 をと 

つて 睨み合 ふ。 敵ジリ くと 間 をつ め 今や 斬り か、 ら 

ん とするとき、 敵の 足 もとへ 頭 を 先に 滑 込む。 敵つ ま 

づく。 我 すばやく 起 上って 敵の 頭 を ゴツン。 

第二。 二刀流 

我た ま/ \ス テッキの 如き 棒 を 所持す る 場合。 右手 

に 棒 を 持ち、 左手に は 小石で も インキ 瓶で も 茶碗で も 

有り合せの 品物 を 一 つ だけ 持つ。 敵の 秋水が 辛うじて 



と、 V く 間 をと り、 右手の 棒 も 左手の 品物 も ダラ リとブ 

ラ 下げて 自然の 体 をく づ して はならぬ。 敵 斬り か、 ら 

ん とする 気勢の こもった とき、 左手の 品物 を 敵に 投げ 

つけ、 同時に 身 を 投げる 如くに して 敵の 向 ふ 脛 を 右手 

の 棒で 横に 払 ふ。 向 ふ 脛 をな ぐられ、 ば 弁慶 も 泣く。 

第三の 奥 儀 は 公開で きぬ。 この 奥 儀 は 一人に て 三人 

の 敵に 勝つ 方法と いふので あるが、 この 夏、 井上 友 一 

郎 愛用の スタンド バ— へ 這 入って 酔っ払ったら、 三人 

のョタ 者に とりかこまれた。 こ、 の マダムが ョタ者 を 

追っ払って くれたので 奥 儀 を 用 ひずに すんだ けれども、 

かう いふ 場合が あるの だから、 この 術 だけ は 打開 けら 
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